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Re:Manufacturing― 再定義される製造業 ③持続可能性と環境効率

製造業の未来を探る中で、持続可能性と環境効率の重要性を無視する

ことはできない。本シリーズ（全3回）の最終記事では、これらの概

念が製造業にどのような影響を与えているのか、またリーダーに何が

求められるのかを深掘りする。

持続可能性の必要性

持続可能な製造業を実現するためには、リーダーシップが不可欠であ

る。リーダーは、市場の変化を予測し、適切な意思決定を行い、継続

的な改善を推進する文化を築く必要がある。環境負荷の低減は、企業

の競争力向上やブランド価値の向上にもつながる。持続可能性への取

り組みは、もはや選択肢ではなく、企業が成長し続けるための必須条

件となっている。

環境効率の向上

環境効率を向上させるためには、企業は生産プロセスを見直し、廃棄

物の削減やエネルギー消費の最適化を図る必要がある。企業ブランド

の強化や従業員の満足度向上も、優秀な人材の確保と定着に寄与する。

また、世界経済フォーラム（WEF）は、製造業をより魅力的なものに

するために、従業員のリスキリング（再教育）とアップスキリング

（スキル向上）の重要性を強調している。

イノベーションの役割

イノベーションは、持続可能性と環境効率を推進する原動力である。

リーダーは、再生可能エネルギーの活用、持続可能な製品の開発、循

環型経済の原則の導入など、新しい技術やアイデアを積極的に
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受け入れる文化を育むべきである。技術革新を通じて、企業は業界を

リードし、持続可能な製造業の新たな基準を確立することができる。

結論：トップリーダーに求められること

トップリーダーには、持続可能性と環境効率に対する強いコミットメ

ントが求められる。企業戦略の中核にサステナビリティを組み込み、

環境責任を積極的に果たしていくことが重要である。これにより、企

業は消費者の期待に応えるだけでなく、より健康な地球の実現にも貢

献できる。

本シリーズ「製造業の未来」はこれで最後です。過去の記事は弊社

ニュースレターをご覧ください。

①技術革新の受け入れ: 

https://media.kienbaum.com/wp-

content/uploads/sites/13/2025/06/Newsletter_No_3_2025_JP.pdf

②リーダーシップと人材管理: 

https://international.kienbaum.com/wp-

content/uploads/sites/13/2025/08/Newsletter_No_4_2025_JP.pdf

さらなる議論をご希望の方は、お気軽にご連絡ください。
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Kienbaum Netherlands 

Kienbaum Netherlandsは、20年以上にわたり革新の精神をオランダ

市場に根付かせてきた。ドイツ発の確かな手法と、現地に精通した専

門知識、最先端のテクノロジーを融合し、企業が未来に備えたリー

ダーシップを築くための支援を行っている。

提供するサービスは、エグゼクティブ・サーチ、ボードサービス、ア

セスメント、そしてインタリム・マネジメントなど多岐にわたり、戦

略的な人材課題に対応する。

単なる人材紹介ではなく、組織の成長と変革を支えるパートナーとし

て、家族経営企業からスタートアップ、多国籍企業まで幅広く支援。

日系企業とのプロジェクトも多数手がけており、文化的な理解とビジ

ネスニーズの両面から高い評価を得ている。

未来志向のリーダー育成に関心のある方は、ぜひご相談を。

執筆

Drs Hans Jonkers RA

Managing Director & Partner

Kienbaum Netherlands

オリジナル記事（英語）：
https://www.kienbaum.nl/the-future-of-manufacturing-sustainability-and-eco-

efficiency?_gl=1*1u17u08*_up*MQ..*_ga*MTIwNjg3MDQzMS4xNzYwMDg5OTY0

*_ga_8RV9GEP7JG*czE3NjAwODk5NjMkbzEkZzAkdDE3NjAwODk5NjMkajYwJG

wwJGgw

https://www.kienbaum.nl/
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2026年の給与動向：企業の人件費予算に関する展望

2022年から2024年にかけての給与動向は、インフレと人材不足の組

み合わせによって大きな変動が見られた。ドイツでは給与の上昇率が

ほぼ5％未満で推移していたが、現在では状況が一変している。イン

フレ率は再び約2％の水準に戻り、米国の関税政策やウクライナおよ

び中東の戦争などにより、経済全体は不確実性に包まれている。この

ような状況下で、ドイツ企業が2026年に向けてどのような給与動向

を計画しているのか？ Kienbaumの「給与動向予測2026」では、規

模や業種の異なる900社以上の企業に対して計画内容を調査した。本

記事ではその主要な知見をまとめている。

2024年には企業が4.7％の給与上昇を予測していたが、2025年の予測

は3.8％にまで低下した。2025年4月に実施した給与動向に関するファ

クトチェックでは、2025年の給与上昇率は2.9％にとどまるとされて

いた。2025年の経済状況は依然として不安定で混乱が続いており、

2026年の給与動向予測がさらに低下することは十分に予想されてい

た。失業者数や失業率、予測される国内総生産などの経済指標の動向

は明らかであった。それでもなお、調査結果と最終的な予測には注目

が集まった。

2026年の給与動向予測はどのようなものか

Kienbaumの給与動向予測によれば、2026年の平均給与上昇率は3.1％

である。階層別（トップマネジメントからミドルマネジメント、専門

職・技能職まで）に見ても、給与上昇率はほぼ同様であり、すべての

階層で約3％の上昇が見込まれている。

給与動向予測
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企業の経済状況に着目すると、顕著な違いが見られる。2026年を

厳しい年と見ている企業は、2.3％の給与上昇を計画している。一

方、楽観的な見通しを持つ企業は、3.3％の上昇を見込んでいる。

予想通り、ドイツでは業界ごとに経済の見通しに大きな差が出てい

る。自動車業界では最も悲観的な見方がされており、給与上昇率も

2.5％と低い。対して、IT業界では最も楽観的な見方がされており、

給与上昇率は3.3％である。

興味深い結果が見えてくるのは、給与動向を左右する主要な要因に

目を向けたときである。企業によれば、2026年の給与動向を決定

づけるのは、企業の業績と経済全体の状況である。

2025年に関しては、依然として人材不足が主要な要因として挙げ

られており、また、2024年の給与動向予測では物価動向が主要因

とされていた。これら二つの要因は、企業の見解によれば、2026

年の給与動向においてはもはや二次的な役割しか果たさないという。

2,0%

3,0%

4,9% 4,7%

3,8%

3,1%3,2%

8,7%

6,0%

2,5%

2,1%
1,9%

2021 2022 2023 2024 2025 2026

給与動向予測とインフレ率

給与動向 インフレ率



現在の状況を踏まえれば、それはさほど驚くべきことではない。イン

フレ率は再び約2％の水準に戻り、労働者にとっての切迫性は薄れて

いる。人材不足も以前ほど顕著ではなくなっており、企業は現在の状

況下で求人を控える一方、同時に人員削減を進めている。その結果、

労働市場には求職者の供給が増加する一方で、求人の数は減少してい

る。

2026年において、コスト管理は多くの企業にとって極めて重要な

テーマである。調査対象となったドイツ企業のうち、45％が人件費予

算の増加を予定しておらず、あるいはむしろ削減を計画している。し

たがって、給与上昇率が約3％であるにもかかわらず、人件費を削減

しなければ予算目標を達成できない。調査対象企業の約3分の1が、

2026年に人員削減を計画している。その際、自然減（退職など）を

活用する方針が中心である。予算削減を計画している企業のうち、約

90％が空席となったポジションを補充しない意向を示している。また、

43％の企業は、整理解雇などによる意図的な人員削減を計画している。

8

ドイツ国外の給与動向

2026年の給与動向予測では、他国の給与上昇率も調査対象となっ

ている。調査には合計33か国のデータが含まれている。観察された

傾向として、多くの国で給与上昇率がさらに低下している。例えば、

オーストリアでは2025年の4.2％から2026年には3.3％に低下して

いる。スイスでも、2025年の1.8％から2026年には1.3％に下がっ

ている。

ドイツから地理的に離れた国々でも、経済状況の影響は顕著である。

例えば、トルコでは給与上昇率が35.3％から28.6％に、米国では

3.3％から2.9％に低下している。



給与上昇圧力は弱まりつつあるが、依然として強い

給与を大幅に引き上げるよう企業にかかる圧力は、やや緩和されつつ

あるが、依然として高水準にある。今回の調査では、約75％の企業が

中期的には給与上昇圧力が続くと予測している。2025年秋の予測で

は、この割合は80％であった。採用状況に関する動向もこれに関連し

ている。2025年の予測では、32％の企業が前年よりも採用が容易に

なったと回答していたが、2026年の予測ではこの割合が44％に増加
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している。企業の視点からすると、労働市場は全体的にやや落ち着

きを見せている。この変化を、求職者たちも徐々に感じ始めている

ようだ。2026年の給与動向予測では、回答企業の15％が、求職者

の給与希望額が低下していると報告している（前回の予測ではこの

割合は9％であった）。このように、Kienbaumの給与動向予測の数

値は、現在のドイツ労働市場に関する報告内容を反映している。人

員削減と採用の抑制により、給与への圧力はやや緩和されている。
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執筆

Dr. Michael Kind

Director | Compensation & Performance Management

オリジナル記事（ドイツ語）：
https://www.kienbaum.com/blog/gehaltsentwicklung-2026-unternehmen-

personalbudgets/

2026年の給与動向に向けた展望

来年に向けて注目されるのは、連立政権による施策（たとえば特別

予算や改革の方針）が、経済に期待される刺激をもたらすかどうか

である。経済全体が回復基調に転じれば、給与の伸びも再び加速す

る可能性がある。これは、今後数年で有資格者（さらには無資格

者）不足が顕著になると予測されることにも起因する。企業にとっ

ては、限られた人件費予算を慎重に計画し、資源を適切な箇所に効

率的に配分することが、これまで以上に重要となる。給与水準や給

与動向に関する外部市場との比較も、引き続き高い重要性を持つ。

キーンバウムのサーベイ「2026年給与動向予測」の英語版は無料

でダウンロード可能です：

https://shop.kienbaum.com/produkt/salary-development-forecast-

2026/
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コントロール喪失とチャンスをつかむ勇気との狭間で – AIはリーダーシップをどう変えるか

9月末に行われたKienbaum Brave Leadershipシリーズのさらなる

セッションでは、極めて時宜を得たテーマが取り上げられた。それは、

「人工知能（AI）」と、それがリーダーシップ、企業文化、組織に及

ぼす影響についてである。「コントロール喪失とチャンスをつかむ勇

気との狭間で –デジタル変革の中でAIが我々のリーダーシップ理解を

どう変えるのか」というタイトルのもと、DATEV社CIOであるLars 

Riedel、Dreitausendsassa社の創業者兼CEOのFreya Oehleが、

KienbaumのパートナーであるHenning BoehneおよびDr. Stefanie 

Plassmeierとともに、AIの可能性と課題、そして勇気あるリーダー

シップの役割について議論を交わした。

Lars RiedelとFreya Oehleは、それぞれの立場においてソフトウェアお

よびソフトウェア製品と深い関わりを持っている。DATEV社のCIOと

して、Lars Riedelは税理士、監査法人、法律事務所向けのツールや

サービスの開発を担っている。一方、Freya Oehleは自身のチームとと

もに企業を支援し、オーダーメイドのITソリューションを開発している。

両氏の業務において、AIはすでに欠かせない存在となっている。

企業におけるAI活用に関する外部と内部の視点、そしてそれが従業員

やリーダーに与える影響について、両氏の見解はセッションの中で見

事に補完し合った。多くの点で、両氏の経験には共通性があり、意見

の一致も見られた。
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AIがもたらすソフトウェア開発の変革 – Lars Riedelの視点

講演の冒頭でLars Riedelは、AIがソフトウェア開発を根本から変えて

いることを明確に示した。要件定義（Requirements Engineering）、

コーディング、テストといったプロセスは大きく変化し、従来の役割

の一部は消滅し、新たな役割が生まれているという。しかし、彼はこ

の変化を「コントロールの喪失」としてではなく、むしろ「効率性の

向上」として捉えている。「従業員がAIに取って代わられるのではな

く、AIを使いこなせる人材に取って代わられるのだ」と彼は語る。こ

の新しい現実には、誰もが向き合わなければならない。望むか否かに

関わらず、そしてできる限り早く対応すべきである。

このような状況下での「勇気あるリーダーシップ」とは、明確なビ

ジョンを示し、自由な試行の場を提供し、従業員を積極的に巻き込む

ことだと彼は定義する。コード生成速度が8倍に達するパイロットプ

ロジェクトは、信頼とエネルギーを生み出す。こうした成功事例は、

方向性を示し、変化への意欲を喚起する灯台のような存在である。

Lars Riedelは次のように結論づける。「明確な戦略、良好なコミュニ

ケーション、そして実践されるエンパワーメントこそが、今の時代に

おける卓越したリーダーシップの要素である」。

「正直になろう」– AIは万能薬ではない

Freya Oehleはハンブルク流の率直でユーモアを交えた語り口で冒頭

講演を行い、多くの経営層においてAIが万能薬、あるいは開発者の代

替手段であるという幻想が広がっていることを指摘した。実際には、

AIという技術は、現実を正直に見つめ、勇気を持って新たな発想をす

ることをリーダーに強く求めてくる。リーダーは「わからない」と言

えるようにならなくてはならない。「私にはわからない、だからこそ

一緒に探ってみよう」と。これは、従来の「すべてを知っているべ

き」というリーダー像からの脱却を意味する。
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Freya Oehleのアプローチは極めて実践的である。複雑な未来像を描

くよりも、まずは日常業務の中で煩わしさを感じるプロセスに目を向

けるべきだという。「毎日イライラすることリスト」から始めるのだ。

なぜ文書はまだ手作業で送られているのか？なぜフォームが届くまで

に三つも迂回が必要なのか？こうした問いが、真の改善の余地を開く。

メッセージは明快だ。「私たちは皆さんの仕事を楽にしたいのであっ

て、皆さんを置き換えたいわけではない」。このようなに従業員を巻

き込めば、率直なフィードバックが得られ、同時にAI導入への懸念も

払拭される。なぜなら、それが日々の業務の本質的な改善につながる

からだ。

多くの企業は、AIを万能の解決策として崇めるのではなく、むしろ警

鐘として捉えるべきだとFreya Oehleは述べる。AIはまず、組織のデ

ジタル面での遅れを露呈させる。FAXとAIの間にあるギャップを、今

ようやく埋める必要性に気づき始めた企業もある。Dreitausendsassa

社では、こうした現状を踏まえ、コミック「ドナルド・ダック」
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シリーズで現れる「発明家ガリレオの研究所」のような自由な実験

の場を設けると同時に、明確な倫理的コンパスを持つことを重視し

ている。技術に対する冷静さと誠実さは、ハンブルクに拠点を置く

同企業にとって譲ることのできない価値である。

問い直す力こそが鍵となる

両氏は共通して、次のことを強調する。自らのプロセスや姿勢を問

い直す覚悟がなければ、変化の波に取り残される、ということだ。

コントロール喪失への恐怖は確かに存在する。しかし、それが本当

の問題となるのは、変化を拒み、現状にとどまり続けたときである。

一方で、好奇心、学びへの意欲を持ち、チャンスに勇気を持って行

動すれば、むしろコントロールを取り戻すことができる。リーダー

シップとは、批判的な問いを投げかけることである。「このプロセ

スは本当に必要なのか？」「我々の技術への姿勢は今の時代に



合っているのか？」「もっと大胆に、もっと新しく考えるべきではな

いか？」。こうした姿勢こそが信頼を生み、従業員の主体性を引き出

すのだ。

次回のブレイブ・リーダーシップ・セッション

中堅企業の未来を切り拓く資本戦略とは？–プライベート・エクイ

ティが価値と成長を両立させる道

日時：2025年11月18日（火）10:00〜11:30 (CET)

ドイツの中堅企業は今、戦略的な岐路に立たされている。成長圧力、

国際競争、そして事業承継の課題が、ファミリー企業にとって重要な

意思決定を迫る要因となっている。プライベート・エクイティは、成

長の可能性を秘めた選択肢である一方、企業の価値観や伝統に対する

懸念も伴う存在である。本セッションでは、複雑な状況下での戦略的
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意思決定における課題、意外な発見、そして成功の鍵について、率

直な議論が展開される予定である。

登録、参加は無料。お申込はこちらから。

https://www.kienbaum.com/braveleadership/kapital-trifft-

werte/#gf_216
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キーンバウムのブレイブ・リーダーシップ・セッション

Kienbaumが主催する定期イベント「Brave Leadership」は、価値観

に根ざしたリーダーシップに関する洞察を定期的に提供している。さ

まざまな業界のベストプラクティスや、日々のリーダーシップに役立

つ具体的な示唆が得られる。ライブセッションへの登録、参加は無料。

https://www.kienbaum.com/brave-leadership/ 

執筆

Kienbaum編集部

オリジナル記事（ドイツ語）：
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/

15

https://www.kienbaum.com/brave-leadership/
https://www.kienbaum.com/brave-leadership/
https://www.kienbaum.com/brave-leadership/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/
https://www.kienbaum.com/blog/brave-leadership-wie-ki-fuehrung-veraendert/


キーンバウム、80年の歩み

1945年の創業以来、キーンバウムはパイオニア精神、企業としての

責任、そして「『人』が未来を創る力である」という信念を体現して

きました。ドイツ初のコンサルティング会社として、私たち家族経営

の企業は、伝統と革新を融合させながら、組織の変革と成長の過程を

支援し続けています。

キーンバウム家の3世代がこの道を切り拓いてきました。

それぞれが異なる重点を持ちながらも、共通する信念は一つ

「優れたコンサルティングは、人との深い関わりと、企業にもたらす

持続的な効果によって実現される」ということです。

1945年

ゲルハルト・キーンバウム― パイオニア

1945年10月15日、ゲルハルト・キーンバウムはドイツ、ケルン市近郊

の小さな町、グマースバッハにドイツ初のコンサルティング事務所を

設立しました。若き技術者であった彼は、技術と経営の知識を融合さ

せ、ドイツの戦後復興に取り組む企業を支援しました。物流計画、運

送や組織コンサルティングにおける革新的なアプローチにより、彼の

事務所は経済界・政界から高く評価される存在へと急成長を遂げます。

1963年には約300人の従業員を抱え、国際展開も始まりました。

彼は政治の世界でも活躍し、FDP（自由民主党）から州議会議員、ノ

ルトライン＝ヴェストファーレン州の経済大臣、そして連邦議会議員
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へと進出。30年以上にわたり、パイオニア精神と企業家としての先見

性、そして技術・組織・人を等しく中心に据える普遍的なコンサル

ティングアプローチによって、キーンバウムの発展に大きな足跡を残

しました。

良い助言には確かに費用がかかる。しかし、助言を受けない、あるいは

誤った助言を受けることの方が、結果的により高くつくことになる。

ゲルハルト・キーンバウム

1976年

ヨッヘン・キーンバウム― 人事の専門家

1976年、ヨッヘン・キーンバウムが家業に参画し、ベルリン支社を

立ち上げました。人材コンサルティングに注力することで、企業の将

来的な方向性を定める礎を築きました。彼のリーダーシップのもと、

人事・マネジメント領域のコンサルティングはキーンバウムの最大の

事業分野へと成長し、同社はドイツ語圏における有数のHRコンサル

ティング企業としての地位を確立しました。1986年にはグループ全

体の経営を引き継ぎ、欧州・アジア・米国への拠点展開を通じて国際

化を推進しました。

また、業界団体においても、ヨッヘン・キーンバウムはコンサルティ

ング業界の発展に積極的に貢献しており、ドイツ企業コンサルタント

連盟（BDU）では会長も務めました。彼は、タレント獲得、報酬制度、
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アセスメントサービスにおける信頼できるパートナーとして、キーン

バウムの企業としての専門性を磨き上げ、成長・グローバル化・経済

的変動の時代を力強く導いてきました。

本業の傍ら、ヨッヘン・キーンバウムは自身の芸術への情熱を企業文

化に反映させ、自らのアート・コレクションを社内に取り入れました。

また、ハンドボールと地域への深い愛着から、地元の伝統ある有力ハ

ンドボールチーム、VfLグマースバッハの支援にも尽力しました。

私の人生の中心的なテーマとは、家族、会社、社会活動への関心、そして

最後に、VfLグマースバッハでのハンドボールへの情熱だ。

ヨッヘン・キーンバウム
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2018年

ファビアン・キーンバウム― 未来創造の担い手

2018年より、ファビアン・キーンバウムが3代目として企業を率い

ています。国際的なコンサルティングとプロスポーツ選手としての

経験を活かし、彼は分析力にチームスピリットとリーダーシップを

融合させています。デジタルと文化の両面から企業変革を推進し、

協働と自律性を軸に据えた新たなリーダーシップのあり方

「#WePowerment」を確立しました。

彼のリーダーシップのもと、キーンバウムはパートナーシップ経営

体制へと移行し、イノベーション力、顧客との距離感、そして企業

家精神をさらに強化しています。経営者としての役割に加え、ファ

ビアン・キーンバウムは諮問委員会や業界団体でも活躍し、起業家

精神と教育の推進に尽力しています。専門家コミュニティや



メディアからは、ドイツにおけるリーダーシップと「ニュー・ワー

ク」の分野で影響力のある声として、何度も評価されています。彼の

もとで、キーンバウムは家族経営の伝統と未来への明確なビジョンを

融合させた新たな章を歩み始めました。

キーンバウムはこれからも「未来を切り拓くブランド」であり続ける。

そして、創業以来私たちを常に突き動かしてきたパイオニア精神の体現者

でありたい。

ファビアン・キーンバウム

執筆

Kienbaum

オリジナル記事（ドイツ語）：
https://www.kienbaum.com/unternehmen/unternehmensgeschichte/ 
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Kienbaum - Leading by #WePowerment 

キーンバウム・コンサルタンツ・インターナショナルと日系企業グループ
1945年にドイツで創業された欧州発のHR専門コンサルティング会社です。世界4大陸・26都市
に拠点を持ち、グローバルな人材・組織支援を展開しています。「人と組織に未来を」という
理念のもと、エグゼクティブ・サーチ、リーダーシップ＆マネジメント・コンサルティング、
報酬・人事制度設計、キャリア支援など、HR領域全般にわたる総合的なサービスを提供してい
ます。日系企業の欧州進出支援にも注力しており、異文化統合や現地人材の活用に定評があり
ます。国際経験豊富なコンサルタントが、言語・文化の壁を越えた支援を行います。

キーンバウムジャパン
2006年に設立された日本法人で、グローバル人材に特化したエグゼクティブ・サーチを中心に

サービスを展開しています。また、報酬制度設計やパフォーマンスマネジメントなど、コンペ

ンセーション領域のコンサルティングも提供し、企業の人材戦略を多面的に支援しています。

外資系企業やグローバル展開を目指す日本企業を対象に、経営層や専門職の採用支援を実施。

異文化理解や海外経験を重視した人材の発掘に強みがあり、欧州・アジア市場への進出支援に

おいても高い専門性と実績に定評があります。リテイナー型のサーチを基本とし、採用後も継

続的なパートナーとしてクライアント企業をサポートいたします。



キーンバウムコンサルタンツ
日系企業グループ

Hayato Kamijo

hayato.kamijo-external@kienbaum.com 

Phone: +49 (0) 211 96 59 308

Mobile: +49 (0) 151 18 83 77 48

www.kienbaum.jp  | www.kienbaum.com | japan@kienbaum.co.jp

Etsuji Suzuki

etsuji.suzuki@kienbaum.co.jp 

Phone: +81 (0) 44 387 6573

Mobile: +81 (0) 80 4296 1705

Kienbaum Consultants International GmbH

Immermannstraße 20 | 40210 Düsseldorf

GERMANY

Kienbaum Japan / K.J. Consultants K.K.

S4601, 3-1100-15 Shinmarukohigashi | Nakahara-ku, Kawasaki-shi

Kanagawa 211-0004 

JAPAN
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